
図示 特記事項 設計 照合 製図  訂正  工事名称  図面名称  縮尺  図面番号

表紙・図面リスト

図面名称

図面リスト

表紙・図面リスト

特記仕様書（改修その１）

特記仕様書（改修その２）

特記仕様書（改修その３）

図面番号 図面名称 図面番号

１９埼玉県立大学ウッドデッキ

及び共通施設棟外壁等改修工事

１９埼玉県立大学ウッドデッキ

及び共通施設棟外壁等改修工事
A－00

案内図・配置図

B02_鉄骨19

B02_鉄骨16

B02_鉄骨08

B02_鉄骨07

B02_鉄骨06

B02_鉄骨00

B02_外壁26

B02_外壁09

B02_外壁08

B02_外壁07

B02_外壁06

B02_外壁05

B02_03

B02_02

B02_01

A-04

A-03

A-02

A-01

A-00

２階ウッドデッキ平面図

ウッドデッキ面積表

デッキ部分詳細図１（平場・点検口）

デッキ部分詳細図２（平場EXP.ｊ部）

塗装改修１階工事概要

塗装改修２階工事概要

外壁改修特記仕様書

共通施設棟立面図１

共通施設棟立面図２

共通施設棟立面図３

共通施設棟立面図４

共通施設棟立面図５

共通施設棟外壁改修リスト

外部階段・ブリッジリスト

外部階段（タイプＡ）詳細図

外部階段（タイプＢ）平面詳細図

外部階段（タイプＢ）断面詳細図

ブリッジ詳細図

情報センター棟ブリッジ２詳細図

A05_01

A05_02

A05_03

A05_04



局長

※２部　

１
 
一
般
共
通
事
項

　　風速（Vo=　　m/s）

・埼玉県建築工事実務要覧
・建築工事標準詳細図（国土交通大臣官房官庁営繕部監修　平成28年版）

(1.2.2)

　｛1.1.3｝

[1.1.4]　｛1.1.8｝

４　適用区分
　・風圧力

　・積雪荷重
　　地表面粗度区分（・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）

・建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　）

※行う　・行わない

１　適用基準等

２　条件明示事項

３　工事実績情報の登録

{1.6.2}{1.6.6}

　・対象外
　※対象（建築・設備工事電子納品写真作成要領により作成,CD-Rを１部提出）

埼玉県電子納品運用ガイドラインの適用

　分類・規格　　※カラーキャビネ版　　・カラー全紙パネル
　撮影個所　　　・埼玉県建築工事写真作成要領別表４

　　　　　　　　・外観正面（　）

　撮影者は建築完成写真撮影の実績のある業者とし、監督員の承諾を受けること
　着工時と完成時の状況を比較できるように撮影する

種　別 下　地

・Ｂ種 ・軽量鉄骨

・木

単管

・せっこうボード（9.5mm）

・合板（9.0mm）

防炎シート

塗装

・無し

・片面

充填材

※有り・Ａ種

※Ｃ種
充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上）

２）仮設間仕切りの種別と材質等　

２　既存部分の養生
１）養生の方法等

１）仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　・図示　・　

３）仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等　
塗装

・無し

・片面

充填材

充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上）

材質

仕上げ（厚さmm）

※有り

・無し

※木製

・

・

※設置する　　　・設置しない

　・既存ブラインド、カーテン等　養生の方法（・ビニルシート等　・　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　保管場所　（・図示　・　　　　）
　・備品、机、ロッカー等の移動（・図示　・　　　　）

３　仮設間仕切

仕上げ

※合板張り程度

[2.4.1]

　・既存家具、既存設備等　養生の方法（※ビニルシート等　・　　　　　）
　・既存部分　　養生の方法（※ビニルシート等、合板等　・　　　　　　）

１　足場その他

防護シート　・設置する　　　　・設置しない　
材料、撤去材等の運搬方法
　　　　　　　種別（・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種）
　　　　　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター（・図示　　・　　　　）

その他の足場
・（　　　　　　　　　　　　　　　）

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガ
 イドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」にお
 ける2の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

・内部足場　・設置する（※脚立、足場板等　・　　　　　　）　・設置しない

　　　　　　　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　（・図示　　・　　　　）

[2.2.1]

[表2.2.1]

[2.3.1]

２）既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一
　損傷等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

断熱材 Ｇ

 ※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

 70g/㎡程度

 ・

 ※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

 ・

 厚さ0.15mm以上

 ・れんが押え

 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

 ・乾式保護材

・Ｂ-３

※Ｂ-２

・Ｂ-１

・Ａ-３

※Ａ-２

・Ｐ１Ｂ

・Ｐ２Ａ ・Ａ-１

　防水層の種別
絶縁用シート種別工法

屋根保護防水
[3.3.2～5]項　　目 特　　記　　事　　項

 (厚さ)・25mm　・　

 ・

る押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱

 A 9511によるA種押出法ﾎﾟ

ﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板

3種ｂ（ｽｷﾝあり）

(材質）※JIS A 9521によ

材3種ｂ(ｽｷﾝ層付)又はJIS

図面No.工事名称

図面名称

Ⅰ　工事概要

工 事 名

Ⅱ　建築改修工事仕様

６．工事範囲

特記仕様書

５　建具改修工事

　　モルタル塗り仕上げ外壁

　　タイル張り仕上げ外壁

　　塗り仕上げ外壁

６　内装改修工事

７　塗装改修工事

９　環境配慮改修工事

８　耐震改修工事

　　コンクリート打放し仕上げ外壁

10　鉄筋工事

11　コンクリート工事

２　仮設エ事

３　防水改修工事

工事項目

４　外壁改修工事

　-1　外壁改修工事

　-2　外壁改修工事

　-3　外壁改修工事

　-4　外壁改修工事

　ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。

工事種目

・「３．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。
※「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。

　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。
　２）特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。 ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。
　  ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。　  ・ 印と ※の場合は、・のみを適用する。

　６）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また、（　　）内は製品名を示す。 

　５）特記事項に記載の（　．　．）内の表示番号は、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成28年版
　　」(以下「標準仕様書」という）の当該項目、当該図表を示す。

　４）特記事項に記載の［　．　．］内の表示番号は、「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成28
　　年版」(以下「改修標準仕様書」という）の当該項目、当該図表を示す。

　３）特記事項に記載の｛　．　．｝内の表示番号は、「埼玉県建築工事特別共通仕様書」の当該項目、当該
　　図表を示す。

No Scale
縮尺

日付

　　更新

　金属複合板：金属板と樹脂を積層一体化したもの。

　窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオート
　　　　　　　　クレープ養生したもの。

断熱材 Ｇ

 ・D-4

 ・D-3

 ※D-2

 ・D-1

 ・C-4

 ・C-3

 ※C-2

 ・C-1

 　・　

　 ・ 

　 ・　・Ｐ０Ｄ

・Ｍ３Ｄ

・Ｍ４Ｃ

仕上塗料
工法 種別

適用Ｇ箇所

施工
備考防水の

反射率
高日射

屋根露出防水
防水層の種別

・Ｐ２Ｅ  ※Ｅ－２

 ・Ｅ－１

 　　　　・設けない

 保護層　・設ける

備考施工箇所種別工法
屋内防水

・Ｐ１Ｅ

６　改質アスファルト
シート防水

[3.4.2,3]

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ
※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・　

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・　

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

脱気装置の種類及び設置数量

押え金物
※改質アスファルト製造所の仕様による

 ・脱気装置の種類　　、設置数量　　個／㎡　
※改質アスファルトシート製造所の指定による

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・　

 ・

 ・製造所の

 (材質)

 ・製造所の ・製造所の

 ・ ・

 指定による 指定による

 指定による 指定による

 ・製造所の

 ・

 指定による 指定による

 ・製造所の

 ・

 ・製造所の

 ・

使用量種類

※JIS A 9521による
硬質ウレタンフォー

ム断熱材２種１号若
しくは２号で透湿係

するもの又はJIS A

9511によるA種硬質

ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保

 温板2種1号又は2号

 で透湿係数を除く規

 

 格に適合するもの

 (厚さ)・25mm

 ・

　　　 ・　

数を除く規格に適合

 ※DI-2

 ・DI-1

・Ｍ４ＤＩ

・Ｍ３ＤＩ

・Ｐ０ＤＩ

　 ・設けない

　 ・設ける

　 ・設けない

　 ・設ける

　 ・設けない

　 ・設ける

 脱気装置

 改修用ﾄﾞﾚﾝ

 脱気装置

 改修用ﾄﾞﾚﾝ

　・設ける

　・設けない

・Ｔ１ＢＩ

・Ｐ１ＢＩ

・Ｐ２ＡＩ

・ＢＩ-３

※ＢＩ-２

・ＢＩ-１

・ＡＩ-３

※ＡＩ-２

・ＡＩ-１

施工箇所 立上り部の保護

[2.3.2][表2.3.1]

　７） 本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）」に
　　基づく、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成29年2月7日閣議決定）」（以下「グリーン購
　　入法基本方針」）による特定調達品目の判断基準等を満たす環境物品等を選択するよう努めるものとする。
　　なお、 Ｇ 印は設計図書で定めのある品目を示す
　８）注は標準仕様書記載事項で、注意すべきものを示す。

2018.4.1

180401

２．敷地面積

（建物概要）

１．工事場所 

３．工事種目

５．工　　期

章

・行う（・M4AS ・M4ASI ・M4C ・M4DI ・L4X）

[3.2.3、4、6]

４ 既存防水層の下地補修

した立上り部等の補修及び処置　※改修標準仕様書3.2.6(d)(3)(ⅶ)①～③による　・　
POS工法及びPOSI工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去と

３　既存防水の処理

　　　　　　　　　　　　　　　　・行わない
露出防水層表面の仕上げ塗装除去
　　　　　　　　　・行わない
既存防水層の撤去
　　　　　　　　　・行わない
既存保護層の撤去 ・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　）

・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　）

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　・図示　・　
[3.2.6]

　　方法（とい共）

１　施工数量調査

２　降雨等に対する養生
※改修標準仕様書3.1.3(e)(1)～(3)による　・　

[3.1.3]

[1.5.2～3]
調査範囲　・図示の範囲　・　
調査方法　・図示　・　
既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・　

10　交通誘導員

　・机　・椅子　・書棚　・黒板　・製図板等　・掛時計　・寒暖計　・長靴　
　・雨合羽　・保護帽　・懐中電灯　・安全帯　・軍手　・衣類ロッカー　
　・冷暖房機器　・消火器　・湯沸器　・茶器　・掃除用具　・電話機
　・ＦＡＸ　・電子メール通信機器　・スキャナー　・プリンター　

※図示　・　

・必要に応じ搬入路付近に交通誘導員を配置する。
・図示による

11　快適トイレ 仕様　　※図示　　

　　　・構内に新設　　　㎡

・設置する　・　

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

　フィルムを使用した場合、フィルム原版は撮影業者の保管とする。

規模　・既存建物内の一部を使用

　　　※設置しない（下記備品のみ用意する）

４　工事概要案内板

５　監督員事務所

６　工事用水

７　工事用電力

８　工事用搬入路

９　仮囲い

（２）本特記仕様書の表記

（１）質問回答書、本特記仕様書（改修）及び図面に記載されていない事項は、すべて埼玉県建築工事
　　特別共通仕様書、国土交通大臣官房官庁営繕部監修｢公共建築改修工事標準仕様書（平成28年版）」
　　及び国土交通大臣官房官庁営繕部監修｢公共建築工事標準仕様書（平成28年版）｣による。

　　の作成

※建設機械は、原則として排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。

設を管理することとなる者へ引き渡す。
要するものについては、その使用方法について解説したマニュアルを作成し、施
注　工事目的物の引渡しに際しては、建物を構成する部分で通常取扱いに注意を

・ [1.8.3]

※行う　　・行わない

５　アスファルト防水

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ
※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による　・　

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ
※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による　・　

平場の保護コンクリートの厚さ
こて仕上げ　　※水下　80mm以上　・　
床タイル張り　※水下　60mm以上　・　

・乾式保護材

脱気装置の種類及び設置数量
　※アスファルトルーフィング類製造所の指定による
　・脱気装置の種類　　、設置数量　個／㎡
屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材
の張りじまい位置　※図示　・　

押え金物の材質及び形状
　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　・　
屋根排水溝 ※図示　・　

防水層の種別

　 ・設ける

　 ・設ける

　 ・設けない

 脱気装置

 改修用ﾄﾞﾚｲﾝ

・M4AS

備考種別工法
射率防水

高日射反

の適用Ｇ

　 ・設ける

　 ・設けない

　 ・設ける

　 ・設けない

　 ・設ける

　 ・設けない

 脱気装置

 防湿層

 改修用ﾄﾞﾚｲﾝ

・P0AS

・M3AS

・

・

・

・

　 ・設けない

・M3ASI
・M4ASI
・P0ASI

塗料仕上

使用量

・AS-T1

・AS-T2

・AS-T3

・AS-T4

・AS-T3

・AS-T4

・ASI-J1

・ASI-T1

・AS-J2

・AS-J1

・AS-J3

・AS-J1

・AS-J3

断熱材　Ｇ

（材質）
※JIS A 9521による
硬質ウレタンフォー
ム断熱材２種１号若
しくは２号で透湿係

するもの又はJIS A 
9511によるA種硬質ｳ

ﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保

 温板2種1号又は2号
 で透湿係数を除く規

 

 格に適合するもの

・
（厚さ）・25mm・

数を除く規格に適合

種類

・製造所
の指定に
よる

・
・製造所
の指定に
よる

・

・製造所
の指定に
よる

・

・製造所
の指定に
よる

・製造所
の指定に
よる

・製造所
の指定に
よる

・

・製造所
の指定に
よる

・

・製造所
の指定に
よる

・

・

箇所
施工

２
 
仮
設
工
事

　｛1.3.2｝

18　その他

17　施設使用マニュアル

16　施設CADデータの

15　完成写真

５　電気保安技術者 [1.3.3]※適用する

｛1.1.13｝

・構外搬出適正処理
・引き渡しを要するもの（・図示　　　　・　　　　　　）

[1.3.12]

注 a) 発生材のうち特記により、引き渡しを要するものは、指示された場所に整理
　　　のうえ調書を添えて監督員に報告する。
　 b) 産業廃棄物処理許可書及び最終処理受入票の写しを提出する。
　 c) 引き渡しを要しないものは、すべて構外に搬出し、「資源の有効な利用の促
　　　進に関する法律」「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下
　　　「建設リサイクル法」という。）「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」そ
　　　の他関係法令等により適切に処理し監督員に報告する。

７　発生材の処理等

建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する
と共に、次の①から④）を満たすものとする。
　①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、
　　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保
　　　温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレン
　　　を発散しないか、発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルム
　　　アルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。
　②　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない
　　　材料を使用する。
　③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル
　　　等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。
　④　①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、
　　　ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が
　　　極めて少ない材料を使用したものとする。

[1.4.1]８　環境への配慮

　基本方針の判断の基準に従い、あらかじめ「木材・木材製品の合法性、持続可能
　性の証明のためのガイドライン」（林野庁　平成18年2月15日）に準拠した証明
　書を、監督員に提出する。

　本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上のものを
使用する。ただし製造業者等が指定されている場合に同等以上のものとする場合は、
あらかじめ監督員の承諾を受ける。
　材料・機材等の製造業者等は次の（１）から（６）すべての事項を満たすものと
し、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたこと

（１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること
を示す書面を提出して監督員の承諾を受ける。

（３）安定的な供給が可能であること
（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

※製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の
（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること

（４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

[1.4.2]９　材料の品質等

料は、埼玉県産とするよう努める。
玉県内に本店を有する者の中から選定するように努めるとともに、調達する工事材
受注者は、工事材料に係る納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は埼

　｛1.4.2｝10　県産品の使用

防水工事

・１部提出防水工事以外
の３者連名とし２部提出する。

　　数量

」
（埼玉県建築工事図面情報電子化媒体作成要領による）

｛1.6.1｝｛1.6.3～5｝[1.8.1][1.8.2][1.8.3][表1.8.1]

{1.6.2}{1.6.6}
　※対象（建築・設備工事電子納品写真作成要領により作成,CD-Rを１部提出）
　・対象外

建物引き渡し日から１０年間、受注者、施工者、材料メーカー

次の材料を予備材料として工事完成時に納入する。
※監督員の指示による

施工図
保証書

埼玉県電子納品運用ガイドラインの適用

写真アルバムの提出　　・行う（１部）　　・行わない

適用工事種別 技　能　検　定　作　業

防水改修工事
・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業
・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

仮設工事 ・とび作業

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　　　　 ・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　　　　 ・FRP防水工事作業

・左官作業　　　　　　　　　 ・内外装板金作業

外壁改修工事

建具改修工事
・自動ドア施工作業
・ビル用サッシ工事作業　　　・ガラス工事作業

・左官作業　　　　　　　　　・タイル張り作業
・建築塗装作業　　　　　　　・樹脂接着剤注入作業

内装改修工事 ・プラスチック系床仕上げ工事作業

・壁装作業
・タイル張り作業

・ボード仕上げ工事作業 ・鋼製下地工事作業
・大工工事作業

・吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱工事作業

・カーペット系床仕上作業

塗装改修工事 ・建築塗装作業

耐震改修工事
・とび作業
・鉄筋組立作業

・構造物鉄工作業
・型枠工事作業

[1.6.2]11　技能士

12　予備材料の名称と

13　完成図等

14　工事写真

３
 
防
水
改
修
工
事

特記仕様書（改修その１）

６　施工条件 施工時間
※ 行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外
・ 

[1. 3. 5]

公立大学法人
埼玉県立大学

副局長 部長 課長 担当

埼玉県越谷市三野宮８２０番地

１０２，２６０㎡

改修工事

※火災保険等（種類：組立保険等　期間：工事完成期日後１４日を含む期間）

完成図（製本）　　　　　※二つ折り（Ａ３版）製本，１部
完成図（電子化媒体）　　　CD-R，１部

verについては監督員と協議する。
CADデータの形式　　・SXF(sfc)　　・DXF

保全に関する資料 提出部数　・１部　・　部
・二つ折り（Ａ３版）製本を１部提出

※屋上・外壁防水（１０年間）　※シーリング防水（５年間）　　　　

写真アルバムの提出　　・行う（１部）　　・行わない

・外部足場　・設置する（※脚立、ローリングタワー等）　・設置しない　

調査報告書　提出部数　・１部　・　

１９埼玉県立大学ウッドデッキ及び共通施設棟外壁等改修工事

４．工事内容
ウレタン塗膜防水（X-2)

ウッドデッキ設置

外壁改修工事　：　共通施設棟

共通施設棟　共通施設ブリッジ1～１６

塗装改修工事　：　共通施設棟　外部階段１～６

情報センター棟　情報センターブリッジ１～２

12　ウッドデッキ工事

　　　　　　　　・外部（４０）内部（　）

備品（２名分相当）

１９埼玉県立大学ウッドデッキ及び共通施設棟外壁等改修工事
A-01

ウッドデッキ改修工事　：　既存ウッドデッキ撤去・処分

学内立ち入り禁止日（入試等予定日）

・８月３日（土）、４日（日）、９月１日（日）、１４日（土）

・１０月６日（日）、２６日（土）、２７日（日）、１１月２４日（日）

・１月１８日（土）、１９日（日）、２月２５日（火）、３月１２日（木）

・　ウッドデッキ材１５メートル（施工品と同材、ビス含む）

契約工期　：　契約日　から　２０２０年　３月１３日まで



７　合成高分子系
ルーフィングシート
防水

断熱材 Ｇ工法 種別

　防水層の種別

・S-M3

・S-M2

・S-M1

・S-F2・P0S

・S4S

・S4SI

・S3SI

・P0SI

・M4SI

・SI-M1

・SI-F2

・SI-F1

・S-M3

・S-M2

・S-M1
・M4S

・S3S

・S-F2

・S-F1

・S-F1

塗料仕上

・SI-M2

　・行う（・図示　　・　　　　　）　・行わない

　・行う（・図示　　・　　　　　）　・行わない
ＰＣコンクリート部材の入隅部の増張り（種別　S-F1,SI-F1の場合）

ＡＬＣパネル下地の入隅部の増張り（種別　S-C1の場合）

既存防水下地がPCコンクリート部材下地及びＡＬＣパネル下地で種別S-C1の場合の
　・脱気装置の種類　　、設置数量　　個／㎡　

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け
　・行う（・図示　　・　　　　　）　・行わない

屋内防水で平場を保護コンクリート仕上げとする場合の厚さ
ルーフィングシートの種類及び厚さ
　※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.2による　・　
絶縁用シートの材質
　※発泡ポリエチレンシート　・　
固定金具の材質及び寸法形状
　※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板及びそれらの片面又は
　　両面に樹脂を積層加工した鋼板

　※ルーフィングシート製造所の指定による
脱気装置の種類及び設置数量

　建築基準法に基づき定まる風圧力（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力に対応した工法

８　塗膜防水

シーリング材の種類（記号）

・

施工箇所

・

・
・

・
・

９　シーリング シーリング改修工法の種類
　・シーリング再充填工法

　・拡幅シーリング再充填工法
　・ブリッジ工法
　　ボンドブレーカー張り　・適用する　・適用しない

　・シーリング充填工法

[3.7.2、8]

ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒド放散量
※規制対象外

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法　※図示
鋼管製といの防露巻き　　※改修標準仕様書表3.8.5による

ルーフドレンの取付　※水はけがよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填
たてどい受金物の取付　※図示

・

[3.5.2～4][表3.5.1～3]

による
・
（厚さ）・25mm ・

・

(材質)※改修標準仕

による

(材質)※改修標準仕

様書3.5.2(C)(3)(ⅱ)

様書3.5.2(C)(3)(ⅰ)

（厚さ）・25mm　・　

　　エッジング材張り　　　・適用する　・適用しない

図面No.工事名称

図面名称

No Scale
縮尺

日付

・製造所
の指定に
よる

・

・製造所
の指定に
よる

・

・製造所
の指定に
よる

・

・製造所
の指定に
よる

・

・製造所
の指定に
よる

・

・製造所
の指定に
よる

・

・製造所
の指定に
よる

・
・製造所
の指定に
よる

・

・製造所
の指定に
よる

・

・製造所
の指定に
よる

・

・製造所
の指定に
よる

・

・製造所
の指定に
よる

・

種類 使用量
箇所
施工 備考

・設ける

・設けない

・設ける

脱気装置

改修用ﾄﾞﾚｲﾝ

・設けない

・設ける
・設けない

脱気装置

・

・

・

・
・

・

・設ける
・設けない

脱気装置
・

・

・

・

・

・

・

・

射率防水

高日射反

の適用Ｇ

・設ける

・設けない

・設ける
・設けない

脱気装置

改修用ﾄﾞﾚｲﾝ

目地処理

2018.4.1

180401

 ・脱気装置の種類　　、設置数量　　個／㎡　
 ※主材料製造所の指定による

脱気装置の種類及び設置数量

形状/寸法 吸水率による区分

無ゆうⅠ類 Ⅱ類 Ⅲ類

うわぐすり主な用途

による区分 施ゆう

試験張り　・行う　・行わない

見本焼き　・行う　・行わない

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

・タイル部分張替え工法
接着剤の種類
・ポリマーセメントモルタル
・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系
・JIS A 5557による一液反応硬化形ウレタン樹脂系

接着剤の種類
・ポリマーセメントモルタル
・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系
・JIS A 5557による一液反応硬化形ウレタン樹脂系

・タイル張替え工法

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地
位置　※改修標準仕様書表4.5.1による

・行わない

・

・セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り
タイル張りの工法
外装タイル　・密着張り　・改良圧着張り　・改良積上げ張り
外装ユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

・有機系接着剤による陶磁器質タイル張り
シーリング材の種類
打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系・
伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系・

備考

(mm)

施工
箇所

・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・・

・

・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・

タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験　・行う

[4.5.16]

[4.2.2]

耐凍害性

有 無

再生材の

適用 Ｇ

色役物

特注標準無有

・ ・

・ ・

・

・ ・

・・ ・

・・

・ ・

・・

・

・

・

・・

・

・

・

・

・

・

・

アンカーピンの本数 注入口の箇所数

(箇所/㎡)

４　浮き部改修工法

エポキシ樹脂注入工法

エポキシ樹脂注入工法

エポキシ樹脂注入工法

エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング部分

・アンカーピンニング全面

・

※9

・
※9

・
※9

・
※13

・
※13

・

※16

・

※16

・

※16

・

※16

・

※20

・
※20

・
※25

※12
・

・
※12

・

※20

※20

・

※9

・
※16
・

・

・

・

※25

※50

・

・

注入量充填量

工法の種類

※9
・

※16
・

※25

※50

・注入口付アンカーピンニング

・アンカーピンニング全面

※25

※25・ ・

アンカーピン

・

注入口付アンカーピン

・

－－

－ － －

－

－ －

－ － －

－ －

－

－

－

－

－

－

－－－ －

－ － －

※ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの

・タイル部分張替え工法

・タイル張替え工法

※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm

[4.2.2][4.5.9～15]

(本/㎡)

ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング部分

・注入口付アンカーピンニング全面

・注入口付アンカーピンニング全面
ポリマーセメントスラリー注入工法

エポキシ樹脂注入タイル固定工法

一般部 指定部 一般部 指定部

(ml/箇所)(ml/箇所)

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

　位置　※改修標準仕様書表4.5.1による　・　

　タイル張りの工法
　　外装タイル　・密着張り　・改良圧着張り　・改良積上げ張り
　　外装ユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験　・行う

・有機系接着剤による陶磁器質タイル張り
　シーリング材の種類
　　打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系　・　
　　伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系　・　

・セメントモルタルによる陶磁器質タイル（セラミックタイル）張り

[3.6.2,3]

外
壁
改
修
工
事
　
塗
り
仕
上
げ
外
壁

・ひび割れ部

１　所要量の確認
工程ごとの所要量の確認　※改修標準仕様書表4.6.1による

工法 処理範囲

・サンダー工法

・高圧水洗工法

下地面の補修

※図示
・

※図示
・

※図示

※図示・水洗い工法

・塗膜はく離剤工法

・浮き部

・欠損部

・

・

３　下地調整塗材
※下地調整塗材
・ポリマーセメントモルタル

[4.6.3]２　既存塗膜等の除去
下地処理及び
下地調整

・

[4.6.3]

※規制対象外 ・
建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

・

(既存塗膜の除去範囲は処理面積の30%とする)

(既存塗膜の除去範囲は既存塗膜の劣化部とする)

　　　　　　　　　　　　・単位面積当たりの塗付け量　表７．　．　　による

[4.1.5][4.2.2][4.6.5]

[4.6.2][表4.6.1]

改修工法

改修工法

改修工法加圧力　※30MPa程度以上

4-4

4-1

[1.5.2、3]

・樹脂注入工法

工法の種類 ひび割れ幅(mm)

 ・130　・　

 ・

注入量(ml/m)

 ・130　・　

 ・40　 ・　

 ・70　 ・　

※エポキシ樹脂　・低粘度形　・中粘度形

　抜取り部の補修方法　※図示　・　
　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき１個　・　
　　　　　　　　・行わない
コア抜取り検査　・行う

１　ひび割れ部改修工法

・シール工法

・Ｕカットシール材充填工法
　・シーリング材

　・可とう性エポキシ樹脂

　　・パテ状エポキシ樹脂
　　・可とう性エポキシ樹脂

　　ポリマーセメントモルタルの充填　・行う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

　　充填材料　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　・　

[4.1.4][4.2.2][4.3.4～6]

※自動式低圧エポキシ
樹脂注入工法

・手動式エポキシ
樹脂注入工法

・機械式エポキシ

樹脂注入工法

0.2以上～1.0未満　低

0.2以上～0.3未満　低

0.3以上～0.5未満　低

0.5以上～1.0以下　中

 ※200～300　・　

 ・100～200　・　

 ・150～250　・　

 ・50～100　 ・　

注入口間隔(mm)

0.5以上～1.0以下　中  ※200～300　・　 ・130　・　

4

外
壁
改
修
工
事

外
壁
改
修
工
事
　
コ
ン
ク
リー

ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁

２　欠損部改修工法
※充填工法
　　・エポキシ樹脂モルタル
　　・ポリマーセメントモルタル
・　

[4.1.4][4.2.2][4.3.7]

アンカーピンの本数 注入口の箇所数

(本/㎡) (箇所/㎡)

・モルタル塗替え工法

・充填工法

エポキシ樹脂注入工法

エポキシ樹脂注入工法

エポキシ樹脂注入工法

エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング部分

・アンカーピンニング全面

・アンカーピンニング全面

・

※9

・

※9

・
※9

・
※13

・
※13

・
※16

・

※16

・

※16

・
※16

・

※20

・
※20

・

※25

※12
・

・
※12

・

※20

※20

・

※9

・
※16
・

・

・

・

※25

※50

・

・

注入量充填量

工法の種類

※9
・

※16
・

※25

※25

※50

(ml/箇所)(ml/箇所)

－ －

－

－

－

－

－

－ －

－

－

－

－

－ － － －－

－ － － －

－

[4.1.4][4.2.2][4.4.10～15]

指定部一般部指定部一般部

ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング部分

・注入口付アンカーピンニング全面

ポリマーセメントスラリー注入工法

・行う（※全面　　・図示の範囲）

　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置　※図示　・　

コア抜取り検査　・行う

・Ｕカットシール材充填工法

・シール工法

・充填工法
　・エポキシ樹脂モルタル　・ポリマーセメントモルタル

・モルタル塗替え工法
　既製目地材　・使用する（形状　　　　　　）

　　　　　　　　・行わない
　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき１個　・　
　抜取り部の補修方法　※図示　・　

　・シーリング材

　・可とう性エポキシ樹脂

　　ポリマーセメントモルタルの充填　・行う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

　　・パテ状エポキシ樹脂
　　・可とう性エポキシ樹脂

　　充填材料　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　・　

※エポキシ樹脂　・低粘度形　・中粘度形

４　浮き部改修工法

4-2
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壁
改
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事
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[4.1.4][4.4.2][4.4.8、9]

　接着剤の種類
　・ポリマーセメントモルタル
　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系
　・JIS A 5557による一液反応硬化形ウレタン樹脂系

・タイル張替え工法

・外壁タイル張り全面　・図示の範囲
撤去範囲　※下地モルタルまで　・張付けモルタルまで　・タイルのみ

２　ひび割れ部改修工法
改修箇所　※既存タイル張り面

・既存タイル撤去面（・コンクリート面　・モルタル面）

・樹脂注入工法

工法の種類 ひび割れ幅(mm)

樹脂注入工法

注入量(ml/m)

 ・

 ・130　・　

 ・130　・　

 ・40　 ・　

 ・70　 ・　

コア抜取り検査　・行う

・Ｕカットシール材充填工法（既存タイル張り撤去面）

　　　　　　　　・行わない

　抜取り部の補修方法　・図示　・　

　・シーリング材

　　ポリマーセメントモルタルの充填　・行う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・行わない
　・可とう性エポキシ樹脂

　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき１個　・　

　　充填材料　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　・　

注入口間隔(mm)

 0.2以上～0.5未満　低

 0.5以上～1.0以下　中

 0.2以上～0.3未満　低

 0.3以上～0.5未満　低

 0.5以上～1.0以下　中

※エポキシ樹脂　・低粘度形　・中粘度形

３　欠損部改修工法
・タイル部分張替え工法
　接着剤の種類
　・ポリマーセメントモルタル
　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系
　・JIS A 5557による一液反応硬化形ウレタン樹脂系

[4.1.4][4.2.2][4.5.7、8]

１　既存タイル張りの

・手動式エポキシ
樹脂注入工法

・機械式エポキシ

樹脂注入工法

※自動式低圧エポキシ

 ・50～100

 ・100～200

 ・150～250

 ※200～300

撤去

 ※200～300  ・130　・　

外
壁
改
修
工
事
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ル
張
り
仕
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げ
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[4.1.4][4.2.2][4.5.5、6]

4-3

・注入口付アンカーピンニング全面

アンカーピン
※ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの
・

10　とい
といの材種　※配管用鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管
ルーフドレン

種別 施工箇所

・バルコニー用

・バルコニー中継用

・ろく屋根用（・縦型　・横型）

シーリング材の目地寸法　※改修標準仕様書3.7.3(a)(1)～(3)による
注　接着性試験を行う。ただし、同じ材料の組合わせで実施した試験成績書がある
　場合は、監督員の承諾を受けて試験を省略することができる。

屋内防水

立上り部の保護

ﾓﾙﾀﾙ塗り厚さ

※７mm以下

塗り厚さ

・ ・
準じる
15.2.5(C)(1)に

・床塗り工法 ・下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

・・・S-C1

種別 施工箇所 平場のﾓﾙﾀﾙ塗り

保護層

・

※標準仕様書 ※標準仕様書
15.2.5(b)(2)及
び(3)に準じる

防水層の種類

※特定化学物質障害予防規則の対象とならない材とする

工法

・P0X

・L4X

・P1Y

・P2Y
・

※Y-2

※Y-2

・

※X-2

・X-1

・ 

・X-2

※X-1

・

種別 施工箇所 射率防水

高日射反

の適用Ｇ

仕上塗料

種類 使用量

・
・製造所
の指定に
よる

・
・製造所
の指定に
よる

・

・製造所
の指定に
よる

・

・
・製造所
の指定に
よる

・

備考

・設ける

改修用ドレン

脱気装置

・設ける・設けない

・設けない

脱気装置

・設けない・設ける

・設ける ・設けない
保護層

保護層
・設けない・設ける

シーリング材の種類、施工箇所
下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

[3.8.2、3]

３　既製調合モルタル [4.2.2]
モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、
細骨材、混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

保水係数　０．３５～０．５５
粘調係数　０．５０～１．００

２　ポリマーセメント
スラリー 広がり速度 吸水性 耐久性

（劣化曲げ強さ）（収縮） （７２時間）

３ 以上 １５％以下
以上 以上 以上

３％

（㎝/s）
0.5N/m㎡ 5.0N/m㎡ 5.0N/m㎡

長さ変化率 引張接着性

（材齢２８日）（材齢２８日）

曲げ性能
[4.2.2]

調査報告書の部数　・２部　・　

１　施工数量調査 調査範囲　・外壁改修範囲　　　　　・図示の範囲
調査時期　・外壁仕上げ等除去前　　・外壁仕上げ等除去後
調査方法
　ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水
　の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

　モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、
　また欠損部の形状寸法等を調査する。

　コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。
　塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部
　を壁面に表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・　

12　防水工事施工票
・設置しない

11　アルミニウム製笠木 [3.9.2]
種類　・オープン形式（・押出250形　・押出300形　・押出350形　）
　　　・板材折曲げ形（・オープン形式　　・シール形式　）
　　　　　　　　　　本体幅：（　　）mm　板厚（※2.0mm　・　　mm）
表面処理　種別（　　）種　皮膜等の種類（※標準仕様書表14.2.1による　・　　　）
　　　　　着色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー）
既存笠木等の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　）　・行わない
下地補修の工法　※図示
板材折曲げ形の笠木の取付方法　※図示

・
・

笠木の固定金具の工法等
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

２　ひび割れ部改修工法

１　既存モルタル塗りの
撤去

[4.1.4][4.4.2][4.4.5～7]
・樹脂注入工法

工法の種類 ひび割れ幅(mm)

樹脂注入工法

注入量(ml/m)

 ・

 ・130　・　

 ・130　・　

 ・40　 ・　

 ・70　 ・　

注入口間隔(mm)

0.2以上～1.0未満　低

0.5以上～1.0以下　中

0.2以上～0.3未満　低

0.3以上～0.5未満　低

0.5以上～1.0以下　中

※自動式低圧エポキシ

・手動式エポキシ
樹脂注入工法

・機械式エポキシ

樹脂注入工法

 ・150～250　・　

 ※200～300　・　

 ・50～100　 ・　

 ・100～200　・　　

 ※200～300　・　 ・130　・　

３　欠損部改修工法

注入口付アンカーピン
　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm
　・

充填工法
　・エポキシ樹脂モルタル　・ポリマーセメントモルタル

モルタル塗替え工法
　既製目地材　・使用する（形状　　　　　　）
　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置　※図示　・　 ５　目地改修工法

６　タイルの形状、
寸法等

・目地ひび割れ部改修工法
・伸縮調整目地改修工法
　伸縮調整目地の位置及び寸法　・図示 ・

特記仕様書（改修その２）

局長 副局長 部長 課長 担当

図示建具廻り

※設置する（５ヶ所） (施工年月日は防水工事施工完了日（手直しは除く）を記入）

１９埼玉県立大学ウッドデッキ及び共通施設棟外壁等改修工事
A-02



除去処理対象物
　除去対象範囲　・図示　　・　
　除去方法　　　・図示　　・　
　処分　　　　　・埋立処分（安定型最終処分場）

 　　防水改修工事 改修特記仕様書３章による

断熱材

断熱材の種類
断熱材の厚さ（mm）　 ・

・

・図示施工箇所
・ホルムアルデヒド放射量　　※規制対象外

外装材
種類 防火性能 備考

既存外壁の措置
　既存外壁仕上げ材の撤去　・あり　・なし
　下地面の清掃　・行う　・行わない
　欠損部の改修工法　・改修標準仕様書4.1.4による　・　

工法
　通気層の有無　・あり（　　　mm）　・なし
　断熱材の施工　※断熱材製造所の仕様による　・　
　外装材の施工　・外装材製造所の仕様による　・　

・　

複層ガラス

・断熱複層ガラス

厚さ品類 断熱性 日射熱遮へい性

・１種

・２種

・３種

Ｕ２

Ｕ１

・Ｕ-３-１　・Ｕ-３-２

・　

・図示

　　　　　　　　　　Ｇ
[9.5.2～3]

[9.4.2]

フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアルデヒド放散量　
※規制対象外　・　

種類 厚さ(mm)

・断熱材打込み工法

・Ａ種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材

・保温板（2種b）

・２５　・　

・２５　・　

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ保温材（3種2号を除く）

・保温板（3種b）

・ ・

・

・

・

・
・硬質ウレタンフォーム断熱材

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

・

・

・

・断熱材現場発泡工法

施工箇所　・図示　　・　

　断熱材の種類　※Ａ種１　・Ｂ種１
　厚さ(mm)　・２５　・３０　・　
　施工箇所　・図示　

・断熱材後張り工法
　断熱材の種類
　断熱材の厚さ(mm)　　・　

・

※押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材（スキン層なし）

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

[9.2.1～3]

[9.3.2～4]

セラミックファイ
バーの処理

　　・アスベスト含有せっこうボード

　　・アスベスト含有せっこうボードを除くアスベスト含有成形板
　　　※埋立処分（管理型最終処分場）

　　　・埋立処分（安定型最終処分場）

施工箇所

屋内

屋外

寸法(mm) 厚さ(mm)

・300×300・　　　・7.0　・　

・300×300・　　　

・300×300・　　　

・300×300・　　　

・300×300・　　　

・　

・　

・　

・　

端部フラットエンド

・約35

・　

※接着工法

・埋込み工法

・あり

・なし

・ビニル製
・ステンレス製

－

幅(mm) 取付け工法

備考

・集成材

・鋼製パイプ

・ステンレスパイプ

・クリアラッカー　・　

・ＨＬ　・　

・ＥＰ－Ｇ　・ＳＯＰ　・　

・　

・35　・45　・　

取付箇所直径(mm)表面仕上げ

※焼付け

ボード
・ホワイト

・黒板

色　彩寸法(mm)種　類

・　

ほうろう 白

形式

※緑

・黒 ・曲面 ・　

・曲面 ・　

ホワイトボード Ｇ
(20.2.8)

区分 材質 寸法(mm) 厚さ(mm) 取付高さ(mm)

・衝突防止表示
（・両面・片面）

・室名札

・ピクトグラフ

・とびら番号

・庁舎案内板

・各階案内板

・　

・ステンレス製
・図示

・アクリル板

・　

・30φ

・　

・図示
・　

・市販品
・　

・5
・　

・図示
・　

備考

・図示
・　

・アクリル板

・　

・図示
・　

・5
・　

・図示
・　

・アクリル板

・　

・図示
・　

・5
・　

・図示
・　

・アクリル板

・　

・図示
・　

・5
・　

・図示
・　

・アクリル板

・　

・図示
・　

・5
・　

・図示
・　

誘導標識、非常用進入口等の表示は市販品とする。
色、書体、印刷等の種別、取付け形式等は図示による。

(20.2.10)

・縦形

・横形

形式 種　類 寸法・　
取付箇所

・手動

・電動

・手動

・電動

－

※鋼製

・　

ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製

・図示

・　

・図示

・　

ﾎﾞｯｸｽ・ﾚｰﾙ
(mm)

※25

・　

・ 80

・100

スラットの材質

※アルミニウム
合金製

・　

・　

※ギヤ式
・コード式

・操作棒式

－

アルミスラット　焼付け塗装仕上げ
クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

寸法 取付箇所遮光性 備考操作方法 (mm)

・図示・電動式 ・１級 ・図示・ポリエステル
・　 ・２級 ・　・スプリング式 ・　

・チェーン式 ・３級

(20.2.13)

(20.2.12)

材種

材種

・平面

・平面

案内用図記号はJIS Z 8210による。

の材種

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合 Ｇ

材種

・ｽｸﾘｰﾝ付引分

・ｽｸﾘｰﾝ付引分

ビニルタイヤ入り
・ステンレス製(SUS304)

31　階段滑り止め

32　手すり

33　黒板及び

34　表示

35　ブラインド

36　ロールスクリーン

ブロックパターンは JIS T 9251による。

巻取りパイプ、ウェイトバー、操作コード又は操作チェーンその他の材料は製造
所の仕様による。

・図示
・　

形式 ひだの種類 備考

・図示
・　

暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　　※300mm以上　　・　

材種

開閉操作

37　カーテン

38　カーテンレール

39　ブラインドボックス

皮膜等の種類　　※標準仕様書表14.2.1による　・　
・鋼製（仕上げ：　　　　　）

・　
・C-2（・アンバー・ブロンズ・ブラック系・ステンカラー）
表面処理・C-1

・アルミニウム製　押出し型材（市販品）
材質　　・集成材（仕上げ：　　　　　）
溝型×深さ(mm) ・90×150　・120×80　・120×150　・150×80　・図示

・片引き　　　　　　・引分け
強さによる区分　　　※10-90　　　　　　 ・　
仕上げ　　　　　　　※アルマイト　　　　・　
形状　　　　　　　　※角形　　　　　　　・　

・ステンレス製
※アルミニウム製及びアルミニウム合金の押出し成形材　　

使用される繊維のうち、ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用
した製品については Ｇ とする。

40　天井点検口
材種

・450×450

寸法 形式 外枠 内枠

・気密形

・屋内用

・屋内外用・一般形

・　

・600×600
※アルミニウム製
・　

合板類、MDF 及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量
48　収納家具

　※規制対象外　・　

材質、形状、寸法　　※図示　・　

品質・性能　JIS A 4420による。

47　防煙垂れ壁

46　洗面カウンター

45　屋内掲示板

44　鋼製書架及び物品棚

43　流し台ユニット

42　くつふきマット

41　床点検口

材種

JIS S 1039の規格による

・ステンレス鋼(SUS304)

降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

・可動式

備　　考高さ(mm)材　　質種　　類

・回転降下式

・垂直降下式

　（巻取り型）

※不燃布

（不燃認定品）

鋼板製又はアルミ製

・

・800

※500

・

・800

※500

　・可動式（天井収納型）
　※固定式（壁埋込型）

ガイドレール

表面仕上げ

　・

　※天井材張り

・固定式

材　　質

・線入り磨板ガラス ・

※6.8

厚さ(mm)

・
※500

高さ(mm) 備　　考

アルミ製枠付き

・メラミン樹脂化粧板張り（芯材：集成材）　・人工大理石
・約450　・約600奥行き(mm)

材種

※塩ビ発泡シート張り　　・　表面の材質
※アルミニウム製枠の材質

・４種　・５種　・６種　・　

種　類 規　格　等

・鋼製書架
・鋼製物品棚

ＪＩＳによる種類

・１種　・２種　・３種

形状　　　　※図示　　・　

－－

・700
・500

・670

・620

・450

・650

・550

・600

・600
・900

・1200

・900

・1200

・600

・１段式　・　

ステンレス製

バックガード有り

市販品

市販品

天板ステンレス製

市販品

天板ステンレス製

トラップ付き

市販品

備考寸法(mm)材種
ＨＤ

・850

・800

・650
・600

・550

・1500
・1800

・1200

Ｗ

・水切り

・つり戸棚

・コンロ台

・流し台

受け枠

・　

・硬質アルミニウム合金

・　
・ステンレス鋼(SUS304)製

・硬質アルミニウム合金製
・塩化ビニル又はゴム製

備考材種

・鍵付き

備考

・屋内用

・屋内外用

・ステンレス製
・鋼製

・アルミニウム製 ・450×450

寸法 形式

・　

・600×600

※網入り磨板ガラス

７
 
塗
装
改
修
工
事

１　材料
屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

[7.1.3]

２　下地調整
塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

下地調整

塗替え 新規

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき面

亜鉛めっき面（鋼製建具）

モルタル、プラスター面

・行わない

・行う

・行う

・行わない

・行わない

[7.2.2～7]

下地面の種類 下地調整の種別

　※規制対象外　・　

　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　）

　※塗替え面積の30% 　・図示　・　

・

・行う

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

４　塗装
工程

塗替え 新規
塗装の種類 塗装面

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具)

・クリヤラッカー塗り(CL)

・フタル酸樹脂エナメル塗り(FE)

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)

・耐候性塗料塗り(DP)

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面 上塗り等級（　　）級

上塗り等級（　　）級

ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

屋内の木部

屋内の鉄鋼面

屋内の亜鉛めっき鋼面

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T)

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

・ラッカーエナメル塗り(LE)

・オイルステイン塗り(OS)

塗料その他工程 塗付け量

(kg/㎡)規格名称 種類 等級規格番号

　(SOP)

　塗料の種別

　　※1種　・2種

・木材保護塗料塗り(WP)

・２級
・３級

・１級

　下地調整（改修標準仕様書7.2.2） ・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種
・高日射反射塗料塗り Ｇ

　※改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　
合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め
　※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　
せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め
つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、

・つや有合成樹脂エマルシ

ョンペイント塗り(EP-G)

・合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗

　除去対象範囲　・図示　　・　
　除去したアスベスト含有成形板の処分

 ６　ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板

　　・埋立処分（管理型最終処分場）
　除去したアスベスト含有保温材の処分

 ５　ｱｽﾍﾞｽﾄ含有保温材等
　除去工法　　※9.1.4(c)による（原形のまま、手ばらしが可能な場合）
　　　　　　　　除去対象範囲　・図示　　・　

　            　除去対象範囲　・図示　　・　

　除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止
　　※密封処理　※湿潤化　・セメント固化

 　　の除去（レベル２）

 　　の除去（レベル３）

　　　　　　　・9.1.3(b)による（損傷、劣化等で石綿粉塵を発散するおそれがある場合）

30　視覚障害者用
　　床タイル

形式　　　　　　　 ・シングル　　　　　・ダブル

及びカーテンボックス

８ 耐震改修工事

　いる吹き付け材、成形板、建築材料等の使用の有無について調査し、報告する。

９
 
環
境
配
慮
改
修
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事

[9.1.1]
アスベスト含有建材の事前調査

　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　）

 １　アスベスト含有建材
     の事前調査

　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によりアスベストを含有して

 (隔離ｼｰﾄ撤去前)

 (隔離ｼｰﾄ撤去後)

・4方向各1点 ・(　)点

・4方向各1点 ・(　)点

・4方向各1点 ・(　)点

分析によるアスベスト含有建材の調査
　分析対象
　　アモサイト、クリソタイル、クロシドライト、アクチノライト
　　アンソフィライト、トレモライト

 ２　アスベスト含有分析
 　　調査

測定方法

 試料の吸引流量(L/min)

 試料の吸引時間(min)

 ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀの直径(mm)  25

・ ・

 47

 ・1　　・ 
 ・5　 ・120

 ・5　 　・ 

 ・240  　・ 

 ・5    　・ 

測定2,6,8,10測定1,4,7,9測定3

 25

ﾚﾍﾞﾙ2

※

　

　

※　

※　

・

※　

・

・

・

ﾚﾍﾞﾙ3

・

・

・

・

・

・

・

　

※　
　・

※

※

※

※

※

※

・

・

・

ﾚﾍﾞﾙ1

適　　用

測定時期、場所及び測定点

 測定１

 測定２

 測定３

 測定４

 測定６

 測定７

 測定８

 ・(　)点

 ・(　)点

 ・(　)点

 ・(　)点

 ・(　)点

 ・(　)点

 ・(　)点

 

 

 処理作業室内

 処理作業室内

 ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

 

 処理作業後

 処理作業中

 処理作業前

測定５以外は下表による

測定時期 測定場所

・

測定５のみ ※ﾊﾟｰﾃｨｸﾙｶｳﾝﾀｰ、粉じん相対温度計（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ粉じん計）、繊維状
粒子自動計測器（ﾘｱﾙﾀｲﾑﾌｧｲﾊﾞｰﾓﾆﾀｰ）等、排気の粉じん濃度を迅速
に計測できる機器にて測定

測定点

　除去したアスベスト含有吹付け材等の処分

　除去対象範囲　・図示　・　

　　・埋立処分（管理型最終処分場）

　除去工法　　※9.1.3(b)(1)による
　除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止
　　※密封処理　※湿潤化　・セメント固化

 ４　ｱｽﾍﾞｽﾄ含有吹き付材
 　　の除去（レベル１）

 ３　アスベスト粉じん
     濃度測定

 処理作業室内

 施工区画周辺又は敷地境界

 施工区画周辺又は敷地境界

 施工区画周辺又は敷地境界

 施工区画周辺又は敷地境界

 処理作業室内

 処理作業後ｼｰﾄ

(処理作業室ごと)名称
測定

[9.1.1]

 測定９

 測定10

 測定５・ ・※

図面No.工事名称

図面名称

No Scale
縮尺

日付

装置の排出口
 集じん・排気装置の

（処理作業室外の場合）

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

－

・

※B種 ・A種

A種

A種

※B種 ・　

※A種 ・　

※A種 ・　

※B種 ・　

※B種 ・　

※B種 ・　

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

－

－

※B種 ・A種

・

・

※B種 ・　

※B種 ・　

※B種 ・　

※B種 ・　

※B種 ・　

・

※B種 ・　

※B種 ・　

※A種 ・　

※B種 ・　

※B種 ・　

※B種 ・　　

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具以外)

[9.1.5]

[9.1.4]

屋根用塗料
耐候性

２種JIS K 5675塗料塗り 塗料製造所の仕様による

・結露防止形

・密閉形

・一般形

種類

・塩化ビニル製

・磁器質タイル・せっ器質タイル

・磁器質タイル・せっ器質タイル

・レジンコンクリート製・コンクリート製

・レジンコンクリート製・コンクリート製

・ビニル製ハンドレール

・アルミスラット

・クロススラット

※２本操作ｺｰﾄﾞ式

・１本操作ｺｰﾄﾞ式

ｽﾗｯﾄ幅操作方法

・シングル
・ダブル

・片引き
・引分け

・手引き

・電動
・ひも引き

・ﾌﾟﾚｰﾝひだ、片ひだ
・箱ひだ、つまひだ
・フランスひだ

・シングル
・ダブル

・片引き
・引分け

・手引き

・電動
・ひも引き

・ﾌﾟﾚｰﾝひだ、片ひだ
・箱ひだ、つまひだ
・フランスひだ

取付箇所
品質、特殊加工等
きれ地の種別、

(20.2.14)

(20.2.14)

・目地タイプ
・額縁タイプ

・目地タイプ
・額縁タイプ

(11.2.2)(19.2.2)

(20.2.6)

[9.1.1]

[9.1.3]

ひび割れ部の補修

2018.4.1

180401

３　錆止め塗料塗り [7.3.2～3]

新規鉄鋼面見え掛り

塗装面 塗料 工程

塗替え

新規見え隠れ

塗替え

塗替え

塗替え

新規鉄鋼面見え掛り

新規見え隠れ

新規鉄鋼面見え掛り

新規鉄鋼面見え掛り

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｃ種

※Ａ種

※Ａ種

・

・

※Ｃ種

※Ｃ種

※Ｃ種

※Ｃ種

※Ａ種

※Ａ種

※Ａ種

※Ａ種

※Ｂ種

※Ｂ種

EP-G

EP-G

EP-G以外鉄鋼面

亜鉛めっき面 EP-G以外 ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

錆止め塗料塗りの種別

せっこうボード面及び ※ＲＢ種　・　 ・ＲＡ種 ・ＲＢ種 －

その他ボード面

押出成形セメント板面

コンクリート面（DP以外）

ＡＬＣパネル面

コンクリート面（DP） ・ＲＢ種 ・ＲＣ種 ・行う

・行わない

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

　ＲＡ種

　ＲＡ種

　ＲＣ種

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

　ＲＡ種

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

　ＲＡ種

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

・ＲＣ種

 ７　ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建築用
 　　仕上塗材等の除去 　除去対象範囲　・図示　　・　

　着工前の試験施工　・行う　　・行わない

　　　・中間処理（溶融施設または無害化処理施設）

　　・中間処理（溶融施設または無害化処理施設）

　除去したアスベスト含有保温材の処分
　　・埋立処分（管理型最終処分場）
　　・中間処理（溶融施設または無害化処理施設）

　　※密封処理　※湿潤化　・セメント固化
　除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止

　　・中間処理（溶融施設または無害化処理施設）

特記仕様書（改修その７～　）による

分析結果については監督員に提出すること。

採取箇所　・図示　　・　

材　料　名

試料は、１材料あたり３箇所から採取する。

調査方法（１材料あたりの試料数）

 ※定性分析（※３　・　）　・定量分析（・３　・　）

 ※定性分析（※３　・　）　・定量分析（・３　・　）

 ※定性分析（※３　・　）　・定量分析（・３　・　）

 ※定性分析（※３　・　）　・定量分析（・３　・　）

吹付け材及び保温材等は　　※　１０cm３/箇所　　　・　　　　/箇所　とする。
成形板は　　　　　　　　　※１００c㎡/箇所　　　・　　　　/箇所　とする。

　分析方法
　　※JIS A 1481-1
　　・JIS A 1481-2　
　　・JIS A 1481-3
　　・ 

[9.1.3][9.1.4][9.1.5]

　除去工法（　　　　　　　　　　　　）

８　リラクタントリー

 ９　断熱アスファルト

10　外断熱改修工事　Ｇ

11　ガラス改修工事

12　断熱・防露改修工事

　調査範囲（※改修範囲　・図示　　　　　）

担当局長 副局長 部長 課長

特記仕様書（改修その３）

１９埼玉県立大学ウッドデッキ及び共通施設棟外壁等改修工事
A-03

⑫
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
工
事

①　ウッドデッキ工事 既存ウッドデッキ撤去・処分
場外適正処分
撤去材の内、状態の良い物は監督員と協議の上、予備材として大学に引き渡す

ウッドデッキ設置
人工木材（無垢材、スリップ防止加工、ｔ２９）三洋工業㈱サニーデッキOW同等品

根太鋼とウッドデッキの間にゴムW40を敷設し、レベル調整を行う
ウッドデッキ材に下穴及び面取り後、既存根太鋼に脳天ビス止め

ベンチは撤去・再取り付け
土と接する箇所には、土止めのアングルを設置



Project Scale Number




Index

教育研修ｾﾝﾀｰ棟

学生会館

体育館

正門

東口

南口

西口

グラウンド

テニスコート
注意事項

仮設計画

工事場所：越谷市三野宮８２０番地（埼玉県立大学）

至　大袋

至　武里

せんげん台駅

東武

配置図　S＝1/800

・工事車両の進入に際しては大学側と十分に協議をし、出入口を決定すること

・工事車両は事前に出入りする台数、駐車位置等を施設管理者に随時確認し、決定すること。

案内図

・必要に応じて交通誘導員を配置し、施設利用者の安全対策を十分に行うこと。

・仮設の設置等により敷地内の舗装面に穴あけ等の破損が生じた場合、現況復旧すること。

・工事部分に直接資材等を搬入する場合は大学側と協議すること。

通用門

スーパー

千間台中学校


S=1/1600（Ａ３）案内図・配置図

共通施設棟

共通施設棟

北棟

南棟

情報センター棟

本部棟

A-04
１９埼玉県立大学ウッドデッキ

及び共通施設棟外壁等改修工事
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局長 副局長 部長 課長 担当 工事名

図面名

縮尺

２階ウッドデッキ平面図

：　第２期工事範囲

凡例

：　ウッドデッキ改修範囲外

：　点検口（ｎ＝２３は欠番）ｎ

北
棟
E
x
p
.
J
①

北棟EXP.J②

共通施設棟
デッキ④

１９埼玉県立大学ウッドデッキ及び共通施設棟外壁等改修工事

２階ウッドデッキ平面図 A-05_01

：　第１期工事範囲（今回工事対象範囲）

※施工に当たっては、学生等の歩行者同線や作業手順を考慮して、エリア分けを行い順次施工する。
なお、一部完成後は部分使用（約款第３３条）とする。



№註　記 担当 工事名

縮尺
製図・担当・校閲

年　　月　　日

図面名

埼玉県立大学

局長 副局長 部長 課長

公立大学法人
A-05_02

１９埼玉県立大学ウッドデッキ及び共通施設棟外壁等改修工事

ウッドデッキ面積表

※　面積について図面と現場に相違がある場合は、現場を優先とする。

第２期改修面積：2,720.38㎡

第１期改修面積：3,841.72㎡（今回工事対象範囲）



W40×L

544

根太鋼受けﾌﾟﾚｰﾄ 特殊合金ﾒｯｷM45

調整ボルト M12 SUS @900
@900 @900900

130 130

固定金具(撤去・処分)

根太鋼:40×40×74×t1.6 @600(既存使用)

既存ウッドデッキ材(ジャラ等)　t30(撤去・処分)

44130 130 4130 13044130 130 44130 130 4130 5 5 5 5 5 5148148 148 148 148 148 148514851485148 5148 5148 5148

SUSﾋﾞｽ　φ５．５×５０

根太鋼:40×40×74×t1.6 @600(既存使用)特殊合金ﾒｯｷM45 特殊合金ﾒｯｷM45

既存　平場部断面詳細図 S=1:10(A3) （参考図）
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410

SUS回転取手
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数

40×40×74×1.6 @600

40×40×74×1.6 @600

特殊合金ﾒｯｷM45

55

5
5

既存　床下点検口詳細図  S=1/10(A3)

400他

400他

根太鋼 床下点検口 400×455

支持脚 SUS304 M12 @900

根太鋼

特殊合金ﾒｯｷM45

※
各

点
検
口

サ
イ
ズ

に
よ
る

410

400他(既存同じ)

400他(既存同じ)

デ
ッ

キ
巾

×
枚
数

根太鋼(既存使用)
40×40×74×1.6 @600

特殊合金ﾒｯｷM45

根太鋼(既存使用)
40×40×74×1.6 @600

支持脚 SUS304 M12 @900(既存使用)

床下点検口 400×455
(新規取替)

55

5
5

改修後　床下点検口詳細図  S=1/10(A3)

※　点検口は、平場と同材とする。

特殊合金ﾒｯｷM45

SUSビス留

点検口補強受け材

memocheck

project title

date noscale

title

A3：1/10

A1：1/5公立大学法人埼玉県立大学

W40×L(デッキ枚数による)
点検口補強受け材

(デッキ同材)

デッキ部分詳細図1(平場･点検口)　

SUSビス留

W40×L(デッキ枚数による)

点検口補強受け材

(デッキ同材)

W40×L(デッキ枚数による)

点検口補強受け材

(デッキ同材)

ゴムシート

5 5 5 5

既存ウッドデッキ撤去・処分

天然木ｔ３０（固定金具を含む）

※　場外適正処分とする。

※　撤去材の内、状態の良い物は監督員と協議の上、予備材として大学へ引き渡すこと。

（参考図）

（参考図）（参考図）

１９埼玉県立大学ウッドデッキ及び共通施設棟外壁等改修工事

A-05_03

※　既存防水層は、存置とする。ウレタン塗膜防水

ウッドデッキ設置

※　土と接する箇所には、土止めのアングルを設置する。

※　ベンチは撤去・再取り付けとする。

※　根太鋼とウッドデッキの間にゴムＷ４０を敷設し、レベル調整を行うこと。

人工木材（無垢材、スリップ防止加工、ｔ２９） 三洋工業㈱サニーデッキOW同等品

人工木材（無垢材、スリップ防止加工、ｔ２９）　三洋工業㈱サニーデッキOW同等品

※　ウッドデッキ材に下穴及び面取り後、既存根太鋼へ脳天ビス止めとする。

※　土・芝生等の撤去、塗膜防水前の清掃（水洗い）及び下塗りプライマー含む。

改修後　平場部断面詳細図

X-2工法（平場、立上り）
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90×25 @600以内

溶融亜鉛メッキSt-Tﾊﾞｰ
90×25 @600以内

ｴﾎﾟｷｼ系接着剤固定

支持脚 SUS304 M12

根太鋼
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特殊合金ﾒｯｷM45

支持脚 SUS304 M12

支持脚 SUS304 M12

支持脚 SUS304 M12

支持脚 SUS304 M12

根太鋼
40×40×74×1.6 @600

特殊合金ﾒｯｷM45

(既存使用)(既存使用)

(既存使用)

(必要に応じて新設)

(既存使用)

(必要に応じて新設)

ウッドデッキ材新規取替
(幅･厚さ既製寸法)

SUS枠もしくはつなぎ材を
設置し、取り外し可能な
構造とすること。

公立大学法人埼玉県立大学
デッキ部分詳細図2(平場EXP.J部)

（参考図）

148 148 148 148 148

改修後　平場部EXP.J部断面詳細図　S=1:10(A3)既存　平場部EXP.J部断面詳細図　S=1:10(A3)

55 5

148 148 148 148 148

29

根太鋼 40×40×74×1.6 @600

特殊合金ﾒｯｷM45 (既存使用)

支持脚 (既存使用)

ウッドデッキ材新規取替

(幅･厚さ既製寸法)

ウッドデッキ材

ゴムシート
(幅･厚さ既製寸法)　※根太鋼へのビス止めは行わない。

１９埼玉県立大学ウッドデッキ及び共通施設棟外壁等改修工事

A-05_04


